
資料２－５ 
 

平成１８年度再チャレンジ支援地域モデル事業中間報告書 
                                                                   京 都 府 
 事業計画（１．事業の全体像）  中間報告（実施内容・結果、自己評価） 
（事業の名称） 
 ・育児女性等再就職支援事業 
（事業実施主体・連携協力機関等） 
 ・京都府 
 ・(財)京都府民総合交流事業団 京都府女性総合ｾﾝﾀｰ 
（主な事業実施場所） 
 ・京都府女性総合ｾﾝﾀｰ 京都テルサ内（京都市南区） 
 
（実施に当たり組織する会議、協議会、組織等） 
 ・女性チャレンジネットワーク会議における就業、起業

 関係団体を中心とした構成団体による会議を開催 

⇒ 
  ・女性再就職支援事業 
⇒ 
  ・京都府 
 ・(財)京都府民総合交流事業団 京都府女性総合

  センター 
⇒ 
 ・平成18年9月14日 京都府女性総合センター内 
  に「女性再就職支援コーナー」を設置 
⇒ 
  ・「女性チャレンジネットワーク会議」内に、「就

  業部会」を設置し、就業支援に関わる情報の交

  換や具体的な支援策等について検討 
（構成）京都労働局（含むﾏｻﾞｰｽﾞﾊﾛｰﾜｰｸ）、(財)21

    世紀職業財団、(独)雇用･能力開発機構、 
    府若年者就業支援センター、府母子家庭等

    自立支援センター、NPO法人働きたいおん 
    なたちのネットワーク、府こども未来室、

    京都市保育課 
      ※府こども未来室・市保育課は第３回から 
     出席予定 
  第１回部会 平成１８年７月２５日 
   第２回部会            １２月８日 
   第３回部会 平成１９年３月(予定) 
◆自己評価等 
  「女性再就職支援コーナー」の設置と合わせ「就

 業部会」を開催し、関係機関との情報交換や担当

 者間の人的交流が図れ、関係機関の連携がスムー

 ズに実施できた。 

  事業計画（２．事業のねらい・特色） 
（事業の目的と現状） 
 ・内閣府の「女性の再チャレンジ支援プラン」をはじめ、

 「新京都府雇用創出・就業支援計画」及び「緊急こども

 対策」に基づき、出産や育児、介護等のために仕事を離

 れた女性が、安心して再就職又は新たに就職するための

 就業支援を行う。 
 
（参加対象女性層、人数等） 
 ・出産や育児、介護等のために仕事を離れた女性で、再

 就職等を希望する概ね３０歳代の者 

⇒ 
  女性の再就職の実現を目的とし、 
 ① 再就職に向けたカウンセリングと、必要なス

  キルの向上を主な支援の取組とし、 
 ② 合わせて、子育て中の女性が再就職するにあ

  たって必要となる子育て支援情報や両立支援の

  ための情報提供を行った。 
⇒ 
  ・主な対象者は計画に同じ。 
  （利用者内訳：別添１） 

 

（事業の成果目標・評価への考え方） 
 ・再就職 別添「女性の再就職支援目標の設定について」

 参照 
 ・起 業 「女性チャレンジ相談」における起業に関す

 る相談人数 
（目標）年間 １２０人 

⇒ 
  ・目標及び実績 
▲再就職支援対象者人数 
  目標： ⑱７００人／７箇月 
    実績：    ７４０人／５箇月（１月末現在） 
▲再就職人数

   女性総合センターで実施する「起業家セミナー」修了
 者で１年以内に起業により収入を得るに至った者

  目標： ⑱１２０人／７箇月 
    実績：      ２２人／５箇月（１月末現在）



 
（目標）参加者３０人 うち起業した人数１５人（５０％） ◆自己評価等 

  ① 本コーナーの利用人数は、当初目標を超える

  と見込まれる。これは、府の広報媒体に加え、

  新聞やミニコミ誌等でも取り上げられたこと 
  や、きめ細かなチラシの配布などによる効果と

  思われる。 
 ② 再就職人数が目標を大幅に下回った理由につ

  いては、本コーナーでは職業紹介を行っていな

  いことから、直ぐに仕事を見つけたい方や直ぐ

  に再就職が可能な方は、直接ハローワーク等へ

  行くと考えられ、従って、本コーナーの利用者

  の多くは、子どもや家庭の状況等の条件が支障

  となることから、数ヶ月先に就職を考えている

  場合や、離職期間が長いことから、パソコンな

  どのスキルアップも含めた長期間の支援が必要

  となるなど、再就職支援の条件が厳しい相談者

  が多いことが原因と考えられる。 
▲女性チャレンジ相談起業に関する相談件数 
    目標： １２０人／年間 
    実績：  １１８人／９箇月（１月末現在） 
▲起業ｾﾐﾅｰ修了生で１年以内に収入を得た人 
    目標：  セミナー参加者の５０％ 
    実績：  調査中 
◆自己評価等 
     起業では再就職以上に準備に時間を要する 
  が、それぞれの起業の段階に応じたソフト面で

  の支援を実施している。 

  事業計画（３．事業内容・年間ｽｹｼﾞｭｰﾙ）

 

（情報提供） 
 ・女性総合ｾﾝﾀｰ内に再就職支援ｺｰﾅｰを配置（平成１８年

 ９月～） 
  週６日 9:00～19:00 （ｾﾝﾀｰ開館日に合わせ水曜休）

  情報検索用パソコン、図書、資料等の配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（相談事業） 
 ・同ｾﾝﾀｰで、民間就職支援会社等への委託により実施 
  ①主に再就職相談に対応するキャリアカウンセラーを

   配置 

⇒ 
 ・再就職支援コーナーの設置時間 
    週５日 9:00～17:00（日曜、祝日、水曜休み） 
▲就職支援情報 
   情報検索用パソコン２台 
  就職関連・資格取得関係の各種資料 
▲子育て支援情報 
    ＮＰＯとの協働による、府内の保育所、放課後

 児童クラブ、ファミリーサポートセンターの利用

 情報を、類型別ファイル及び壁新聞スタイルで利

 用者に提供。 
◆自己評価等 
    就職情報のみでなく、女性総合センターのネッ

 トワークを生かし、子育て支援を行うＮＰＯと協

 働により、各地域別の情報及びセミナー形式で経

 験者の体験談を提供するなど、利用者の視点に立

 った情報提に取り組んでいる。 
    また、コーナーには子どもと一緒に来所される

 ことを前提としたしつらえにしている。 
 
⇒ 
▲キャリアカウンセラーによるきめ細かな再就職 
 に向けたカウンセリング 
週５日 9:00～17:00（日曜、祝日、水曜休み）



   週５日（水・日休） 9:00～17:00 
  ②子育てや介護などの両立支援相談員を配置 
   週５日（水・日休） 9:00～17:00 
  ③起業、ＮＰＯ等の相談は従来の「チャレンジ相談」

   で対応 
   週２日（火・土実施）9:00～17:00 （府単費） 
 
 
 
 
 
 
（セミナー、講座等） 
 ・同センター内で民間就職支援会社等への委託により、

 ミニスキルアップセミナー等を随時開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（その他） 
 ・「地域スポット（仮称）」等においても、再就職、起業

 をはじめとする様々な分野での情報提供、相談、ミニス

 キルアップセミナー等を実施する。 

  ・カウンセラー１名、補助員１名 
      母子家庭等自立支援ｾﾝﾀｰｶｳﾝｾﾗｰ１名（週１回）

    ・相談件数 ４８７件／５箇月（１月末現在）

▲起業、ＮＰＯ等の相談「チャレンジ相談」 
    週２日（火・土曜日）9:00～17:00 
    ・相談件数 １１８件／９箇月（１月末現在）

◆自己評価等 
  ・本事業の中心となる取組で、経験を積んだ女性

 カウンセラーが、相談者のレベルに合わせた的確

 なカウンセリング等を行うことにより、徐々にで

 はあるが就職内定者が増えはじめている。 
 
⇒ 
▲再就職に向けたミニセミナー（別添２） 
  ・ｾﾐﾅｰ実施回数及び参加人数 
   計 ３５回 １０９人／５箇月（１月末現在）

    週３回程度、面接マナーや応募書類の書き方、

  パソコン操作の初歩など、再就職に向けての各

  種ミニセミナーを実施 
▲ＮＰＯとの協働による両立支援ｾﾐﾅｰ 
      計３回 １２人 （１月末現在） 
    初めて子どもを預けて働く方へ、経験者からの

  体験談やアドバイス、情報提供などのセミナー

  を実施 
◆自己評価等 
  ・希望就業条件から事務職を選択するケースが多

 いため、事務に必要なパソコン操作の基礎的なコ

 ースを数多く実施するなど、コーナー設置以降、

 利用者のニーズを踏まえながらセミナーの内容を

 工夫の上実施。 
 ・セミナーの約３分の２で保育ルームを設置 
⇒ 
▲市町村と連携して出張相談、出張ｾﾐﾅｰを実施 
    ・２月６日・７日・９日 
      城陽市男女共同参画ｾﾝﾀｰ 
    ・２月２８日 
      亀岡市働く女性の家 
▲「女性ﾁｬﾚﾝｼﾞ相談」北部巡回相談 
    ・府北部地域へﾁｬﾚﾝｼﾞ相談員が出向き、起業、

  地域づくり、再就職といった様々な女性のﾁｬﾚﾝ

  ｼﾞに関する相談を実施 
    出張相談８回 相談件数２０件（１月末現在）

◆自己評価等 
    市町村との連携を図り、本コーナーに来所でき

 ない地域での支援に寄与した。 

  事業計画（４．事業の連携体制） 

 

（関係支援機関等との連携方法、役割分担） 
 ・平成１６年度設置の女性チャレンジネットワーク会議

 における就業関係の団体等との連携の充実を図る。 
 （１）京都労働局（ﾏｻﾞｰｽﾞﾊﾛｰﾜｰｸ・ﾊﾛｰﾜｰｸ） 
   → 求人情報の入手、職業紹介での連携、求職者の

    相談の受け入れ 

⇒ 
  ・女性チャレンジネットワーク会議の各構成団体

 と、各分野において日常的に連携を図っている。

▲会議の開催 
  （全体会議） 
第１回会議 平成１８年５月２９日 



 （２）（財）２１世紀職業財団 
   → パートタイム希望者への情報提供 
 （３）若年者就業支援センター（ジョブカフェ） 
      → 上記機関は女性総合ｾﾝﾀｰと同じ「京都テルサ」

    内にあり、就職カウンセリングやスキルアップセ

    ミナーの相互受講などで連携する。 
 （４）（独）雇用・能力開発機構、府能力開発課 
     → 上記機関は女性総合センターと同じ「京都テル

    サ」内にあり、雇用能力開発機構が行っている職

    業適正診断の利用や、キャリアアップに関するセ

    ミナー等の受講紹介を行う 
     また公共職業訓練についても母子家庭等の母親

    を対象とする、保育ルーム付き職業訓練の受講紹

    介を行う。 
 （５）母子家庭等自立支援ｾﾝﾀｰ、府乙訓ﾊﾟｰﾄﾊﾞﾝｸ 
   → 相互に利用案内、情報提供を行う。 
 （６）商工関係団体等 
   → 起業を目指す女性に対し、女性総合ｾﾝﾀｰで実施

    する「女性チャレンジ相談」、「起業セミナー」や

    「起業を目指す女性の交流サロン」（毎月第一土

    曜日開催）への案内 
     商工会議所、（財）京都産業２１、国民生活金

    融公庫とは各種専門相談や支援制度を紹介で連携

 （７）ＮＰＯ等 
   → 「地域ｽﾎﾟｯﾄ（仮称）」の運営をNPOとの協働に

    より実施 

  （就業部会） 
    第１回部会 平成１８年７月２５日 
   第２回部会            １２月８日 
   第３回部会 平成１９年３月予定 
▲再就職コーナーと他機関との相互交流 
    支援コーナー → 他機関 
       ２３件（１月末現在） 
    他機関 → 支援コーナー 
        ３２件（１月末現在） 
◆自己評価等 
    女性チャレンジネットワーク会議は平成１６年

 度から継続して開催しており、様々な分野で府の

 チャレンジ支援施策について連携を図っている。

    特に、平成１８年度は、新たに「就業部会」を

 設置し、本コーナーで対応できない職業紹介につ

 いて、マザーズハローワークや府のジョブカフェ、

 母子家庭等自立支援センター、シニア相談窓口等

 への紹介などの連携に努めてきた。 

  ５．翌年度事業への考え方  京都府では、行政、労働者団体、経営者団体の三者を核に、各種就業
支援機関、企業等が参画し、「地域で支える共同運営」方式により、若

年者から中高年齢者、女性等の幅広い府民をワンストップで支援する、

全国初、京都方式の総合就業支援拠点として、「京都ジョブパーク」を

平成19年4月に開設する予定。 
 「女性再就職支援コーナー」については、相談者一人ひとりの状況に

応じたきめ細かなカウンセリング及び再就職準備の状況に応じたミニセ

ミナーの開催、子育て支援情報の提供等といった基本的な支援方向は継

続の上、この「京都ジョブパーク」に位置付けることにより、新たに、

 ①総合相談窓口の設置による各種支援機関への効果的な案内 
 ②ハローワークと一体になった相談から就職、定着までのきめ細やか

  な支援 
 ③母子家庭等自立支援センターの配置による、幅広い女性への支援 
 ④ジョブパークの求人開拓機能による、子育て中等の女性に合った求

  人の開拓 
 ⑤他の各種再就職支援セミナーの共有化 
など、総合就業支援拠点としてのメリットを最大限に生かすことにより、 
総合的な女性の再チャレンジ支援を実施する。 
 また、今年度の実績を踏まえ、中・長期的（概ね３箇月から１年まで） 
に生活面やスキル面での問題を整理し、再就職へステップアップさせて

いくとともに、出産や育児等で辞める女性達たちへの再就職支援にも取

り組むことなどにより、女性の潜在的能力を発揮させる機会を増やし、

男女共同参画社会の実現に寄与する。

 

 ６．担当部課等 （部課室）京都府府民労働部 女性政策課（担当：矢野担当係長） 
           同  雇用対策プロジェクト（担当：柴田課長補佐） 

 
 



平成１８年度「女性再就職支援コーナー」の事業概要 
 

 

◆設置趣旨 出産や育児等のために仕事を離れた女性の再就職等の就業活動を支援 

 

◆設置時期 平成１８年９月１４日（木）  

 

◆設置場所  京都府女性総合センター内（京都市南区 京都テルサ東館２階） 

 

◆利用時間 水・日曜日、祝日を除く毎日９：００～１７：００（年末年始は休み） 

 

◆内  容  ①再就職に必要な各種情報提供 

      ②専門の女性カウンセラーの配置による個別相談（予約制） 

      ③再就職に役立つミニセミナー等スキルアップの支援や職業紹介機関との連携 

      ④小さな子ども連れでも安心して相談できる「しつらえ」 

      ⑤ＮＰＯと連携した、再就職に必要となる子育て情報の提供 

      ⑥来所が困難な地域への出張相談・セミナーの実施（今年度内に２市で予定） 

 

◆運営体制 カウンセラー（１名）、事務補助（１名） 

 

◆実 績（平成18年9月14日～19年1月31日） 

  ・コーナー利用者数  延７４０人（実５３８人 20代 18%、30代 39%、40代 25%、50代～ 18%） 

 ・カウンセリング者数  延４８７人（再就職 60%、資格取得等 32%、母子自立 1%ほか） 

 ・セミナー受講者数    延１０９人（主にパソコン講座） 

  ・求職者登録数          １５８人  年代別 20代 17%、30代 42%、40代 28%、50代～ 12% 

                                        希望の形態 正社員 50%、パート等 35%ほか 

                  就職希望時期 すぐ 36%、半年～１年 19％ほか 

 ・就職者数          ２２人 正規雇用 7人、契約･派遣 13人、ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ等 2人 

                  年代別 20代 5人､30代 11人､40代 4人､50代～ 2人 

                       1ｹ月以内 10人､1～2ｹ月 9人､2～3ｹ月 1人､3ｹ月以上 2人 

                     正社員：事務職 6人､接客･販売 1人 

                                         その他：事務職 10人､接客･販売 3人､その他 2人 

 

                                

   

 



平成19年度「女性再就職支援事業」の展開イメージ 　～女性の再チャレンジ支援～

各種機関・団体等との連携 ＝「女性チャレンジネットワーク会議」(⑯～)を充実

　雇用や能力開発に関する各種の相談・支援等
　　・キャリア形成支援コーナー（職業相談等）
　　・ＩＴ学習コーナー（ワード、エクセル基礎等

【対象】
  学生及び概ね３０歳未満の学卒未
就職者、早期離職者、フリーター等
【サービス内容】
   ○ 情報提供
   ○ カウンセリング、専門相談
   ○ セミナー、キャリアアップ研修
【地域拠点】
　☆京都ジョブパーク北部サテライト
　　　（福知山市）

若年者就業支援センター
（ジョブカフェ京都）（西館３階）

府女性総合センター（東館２Ｆ）

雇用･能力開発機構京都ｾﾝﾀｰ(西館３Ｆ)

  概ね30歳未
  満の求職者
  の就業支援

 出張セミナー・相談

【府関係（能力開発）】
 ・府立高等技術専門校　等

【国関係（就業支援・能力開発）】
・(財)２１世紀職業財団　　・ハローワーク
・マザーズハローワーク　 ・私のしごと館　等
※上記団体等で構成する「就業部会」を設置

【その他（起業・ＮＰＯ・地域づくり） 】
・女性就業支援関係ＮＰＯ法人
・商工関係団体(商工会議所、(財)京都産業21、国民生活金融公庫等）
・市町村保育担当課

　カウンセリングやセミナー等の参加者用
　（６ヶ月～就学前の子供が対象）

保育ルーム（東館１Ｆ）

【対象】
　出産や育児等のために仕事を離れた女性で、再就
職を希望する概ね３０歳代の方
【サービス内容】
 ① 再就職や資格取得、保育関係など各種情
　　 報の提供
 ② 再就職に向けたカウンセリング
 ③ 再就職支援セミナー
 ④ スキルアップ（パソコン等）セミナー

女性再就職支援コーナー

連
携
・
支
援

相談者・求職者等

市町村男女共同参画センター（地域拠点）

【新規】「 京 都 ジ ョ ブ パ ー ク 」（開設場所：京都テルサ）

 ○男女共同参画に関する各種講座、セミナーの
　　開催
 ○女性の悩みに対応する一般相談、専門相談
 　 ＤＶｻﾎﾟｰﾄライン等
 ○両立支援に関する情報提供、セミナー
　　（ＮＰＯとの協働実施）
 ○ 起業したい女性等のチャレンジ相談
 ○ 女性チャレンジオフィスの設置
 　　（起業やＮＰＯ法人の設立等の支援）

「京都ジョブパーク」のスキーム（全国初、京都式の総合就業支援拠点）
　☆ あらゆる就業相談に応じる総合相談窓口の設置
　☆ ハローワークと一体になった、相談から就職、定着までのきめ細やかな支援
　☆ 府・労働者団体・経営者団体を核とし、多くの団体が参加する「地域で支える共同運営」

　団塊の世代を中心とした概ね45歳
以上を対象に、再就職、起業,NPO
等、多様な就業の機会づくりを支援。

シニアコーナー（西館３階）

両立支援等の連携

多様な就業
機会づくり
の連携

母子家庭の母等を対象に、就労相談、就業支
援講習会等を実施

母子家庭等自立支援センター（東館２Ｆ）

施設の
利　 用

利用
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